
○　本校の概要 令和7年1月31日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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②学校内外での様々な体験活動
や自己評価する習慣づくりを推
進し、自ら考え判断する力や、他
者と協働していく力の育成を図っ
ている。

2

2

3

1

2

1

1

3

学校評価
（保護者）
アンケート

「学校と保護者・地
域は、連携をとっ
て教育活動を行っ

ている」項目の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定的
な回答は90％であった。
・学校ホームページを保護者
向け情報発信の基盤的ツール
として機能させるために、情報
部を中心としたホームページ
更新及び保護者向け情報伝
達ツール（まなびポケット）によ
る発信を即時的に実施した。

【今後の改善策】
・各種情報をさらにリアルタイ
ムで発信するなど、学校から
の情報発信を積極的に行い、
教育活動への理解を図るよう
にする。

5

Ｃ 1

4

１：
70％
未満

Ａ

４：
80％
以上
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②避難訓練や安全指導日などを
通して、危険や災害に対する教
育を関係機関と連携しながら進
めている。

①学校や地域の伝統・特色や、
安心・安全な学校生活づくりを踏
まえて、学習環境を整備してい
る。

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早期
発見、早期対応等のための組織
的な対応を実施している。

3

③スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーとの連携
等、児童・生徒・保護者が相談し
やすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を
行っている。

3

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能
性を引き出す個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な充実の
視点による授業改善を行ってい
る。

①STEAM教育等の教科等横断
的な学びや科学教育を推進し、
課題解決力や新たな価値を創造
する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などに
より、英語に慣れ親しみながら会話
をする機会を増やし、英語力やコ
ミュニケーション能力の向上、豊か
な国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の
学習、人権教育を推進し、自分とは
異なる文化や価値観をもつ相手を
理解し、互いに尊重し合う心の育成
を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

③情報技術を適切に活用した授
業の実施を通して、情報活用能
力の育成を図っている。

Ａ 5

①道徳科を中心とした各教科等で
の学習などを通じて継続的に道徳
教育を実施し、豊かな情操や道徳
心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に
応じた学習支援、各種検定の実施
を通して、すべてのこどもに確かな
学力の育成を図っている。

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定的
な回答は95％であった。
・外国語に関する指導では、
担当教員が中心となり連絡・
調整を進め、ALT講師とも円
滑にコミュニケーションを図り
ながら、取り組むことができ
た。

【今後の改善策】
・外国語教育や校内研究等を
通して、児童の自己肯定感の
向上とともに、対話的な学びに
資する指導の工夫改善を図
る。

4

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定的な
回答は、86％であった。
・道徳授業に関する校内研修
を実施するなど、若手教員等
の授業力向上に向けた研修を
計画的に実施した。

【今後の改善策】
・校舎改築期における運動機
会の確保に向け、安全指導の
充実とともに機関連携を継続
する。

③現代社会における地球規模の
課題を自分事として捉え、その解
決に向けて考え、行動する力の
育成を図っている。

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教育
や食育を推進し、基本的な生活
習慣の確立を図っている。

3

Ｃ

③教職員の業務適正化等に取り
組み、児童・生徒に教員が向き
合う時間を確保する等、ウェル
ビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システム
の構築に向けて、教員の資質・
能力の向上や校内における支援
体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行ってい
る。

④乳幼児期から中学校まで円滑
な接続を行うため、保幼小の連
携や小中一貫の視点に立った教
育を行っている。

②教職員がそれぞれの専門性を
生かしたり、地域の特色を生かし
たりして教育活動を行っている。

4
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

目標に対する成果指標

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、安全に
関する知識を身に
つけ、対応の仕方
を理解している。」

の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

③家庭教育に関する情報の発信
やPTAなどと連携した講演会・学
習会、またはその双方を実施し
ている。

②登下校の見守り活動等の、児
童・生徒の健全育成や安全指導
に係る取組を地域の協力により
実施している。

①「地域コミュニティの核としての
学校づくり」を目指して地域と学
校が連携・協働した様々な活動
を実施している。

1

2

Ｃ

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定
的な回答は87％であった。
・どの学年もタブレット端末
等のICT機器を活用した授
業に、積極的に取り組ん
だ。

【今後の改善策】
・学習活動等におけるタブ
レット端末の活用とともに、
教科「おおたの未来づくり」
を重点とした教育課程を計
画的に実施する。

6

6

Ａ

Ｂ

成果
評価

令和６年度　大田区立東調布第三小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

＊　学校規模（児童数667名、通常学級数22、通級指導学級3（言語2、弱視１）、特別支援教室1（拠点校）、教員40名）
＊　特色ある教育活動
   ○大田区学習効果測定を分析して作成した「授業改善推進プラン」に基づき、授業改善を行い、問題解決的な学習や体験的な学習を積極的に取り入れ、児童の基礎的・基本的学力の向上を推進している。
   ○１年生・２年生の学校探検や１年生・６年生の交流を図る活動、縦割り班活動を実施し、児童相互のよりよい人間関係をはぐくむとともに自主性を培っている。
   ○併設の「弱視通級指導学級」「言語障害通級指導学級」「特別支援学級（サポートルーム）」との連携や学校特別支援員の活用、個別指導計画・個別支援計画の活用を通し、特別支援教育を推進している。

2

学校関係者記入欄

4

・先生方の取組に対し、児童
が十分に応えられていないと
感じられているようだが、児童
からは、先生方の熱意は、十
分に感じられているようであ
る。
・授業参観においても子供たち
がいきいきと授業をうけ、タブ
レットも使いこなしている様子
が見られた。
・タブレットなどのICT機器を最
大限に活用いただきたい。

・英語の実践的授業は、児童
たちもかなり必要と感じてい
る。今後も方針に沿って取り組
んでほしい。
・成果指標の内容と「国際社
会」の関連が読み取れない。

・自己肯定感につながる対話
的な学びをお願いします。
・保護者からは、子供の学力
向上は学校にゆだねていると
いえる。それに応えるように取
り組んでほしい。
・小中一貫、保幼小の連携が
あまり見えない。

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、学校生
活を楽しんでい

る。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

学校評価
（児童）

アンケート

「友達やクラスの
仲間を大切にして

いる。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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力

・

教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

学校評価
（保護者）
アンケート

「教師は、学力を
身につけさせるた
めに指導の工夫を

している。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

学校評価
（児童）

アンケート

「自分のよいところ
を知っている」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、学校の
授業で力がついて

いる。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

２：
70％
以上

１：
70％
未満

４：
80％
以上

３：
75％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個

別

目

標

６

柔

軟

で

創

造

的

な

学

習

空

間

と

安

全

・

安

心

な

教

育

環

境

を

つ

く

り

ま

す

Ａ 1

Ｂ

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定的
な回答は90％であった。
・避難訓練・安全指導の計画
的実施とともに、地域の関連
機関への協力要請によって、
起震車体験や煙体験などの体
験的な安全教育の充実を図っ
た。

【今後の改善策】
・校舎改築期における学校施
設の安全確保に向けて、関係
各課・諸機関との連携を継続
する。
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Ｂ

Ｃ

・校舎が新しくなり、教育環境
はかなり良くなりつつあると感
じる。
・コロナ明けに再開した第三い
きいき活動の「避難所体験」が
低調だが、学校からも参加を
促すことで、より地域との連携
ができ、防災に対する意識づ
けにもなるのではないか。

・地域との連携は、今後もよろしくお
願いします。
・取組内容①②が「１」となっており、
保護者アンケートの回答と齟齬が生
じている。教員を取り巻く環境が厳し
いことは理解しているが、ここ数年、
教員と保護者の関係が希薄になっ
ているようにも見えるので、学校とし
て求めることに対して、双方で話し
合い、さらにサポート・連携すること
で、様々な問題点が改善するのでは
ないか。
・学校として地域行事、ボランティア
などへ参加することはどうでしょう
か。
・いきいき活動（月一回土曜日活動）
に以前は、校長、副校長、教員の参
加が通常でしたが、最近、働き方改
革の理由なのかわかりませんが、ほ
とんどの方の参加がなくなりました。
（参加は、最近一人のみの教員）。
諸事情は理解し、考慮しているがい
きいき活動の学校側の責任者の不
在は不安感があります。学校と地域
が協力をして、子育てをするという地
域活動を２０年以上行ってきました。
今の状態は、目標と違っていると感
じる。
・協議会の方、PTAの方と話をしてい
ますが、以前より地域と学校の間に
距離があるように感じます。会話の
機会が減っているのも一因です。連
携、協働とは・・・と考えると、学校と
地域の思いが乖離してしまわないよ

・学校力、教師力は、児童の成
長に大いに影響ある。教師の
レベルアップを図る取り組みを
期待したい。
・接する児童たちからは、学校
や先生の話を耳にします。良
い話もあれば、悪い話もありま
す。否定的に話する子に対し
ては、そこばかり見ずに良いと
ころを見つけようと話します。
家庭科の先生不在なども他の
先生方に影響し、全体的に落
ち着かないように見えました。
先生方は大変そうです。
・取組内容②③が高くないの
は、早急に改善すべき。

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定的な
回答は、81％であった。
・国語科の校内研究等を通し
て言語活動等の充実を図っ
た。
・教員の専門性を生かし、校内
研修の講師に指名するなど、
効果的な研修体制を構築し
た。

【今後の改善策】
・登校支援が必要な児童、学
習に課題のある児童への対応
のために、家庭と協力しなが
ら、個別の支援の充実を図
る。

4

・学校はよくやっていると感じる。スマ
ホ、ゲームなどの使い方は、情報に接す
るはじめての経験、人を傷つけ、自分も
傷つくこともあることを学んでいってほし
い。
・東三小の子供たちは、素晴らしい可能
性をもっている子ばかりです。２０年以
上、学校に携わらせていただいておりま
すが、子供たちが自信をもてないこと
は、環境が大きく影響していると思う。一
昔前は、校長や副校長、担任、地域が
一人の子のことを団子になって関わって
いた。近年は、先生方の働き方改革な
のでしょうか。とても関係が希薄になって
いるように感じる。そのようなことが、子
供たちの自信の無さに反映されているよ
うに感じます。これからも共に手を携え
て、未来の宝の子供たちを励まし、大切
に育んでいたいと思います。
・自己肯定感が高いことが本校の自慢
だったはず。数年で落ちたことについて
進撃に受け止め危機感を持っていただ
き、早急に改善するべき。崩れるのは
あっという間だと思う。
・成果評価が低い背景を十分に考えて
ほしい。そして、対策を立てるべきであ
る。
・質問に対する答えが微妙であり、表面
的な数値では判断できないと思われる。
・ここの児童アンケートの数値が一番低
い。今回聞けなかったが、「自尊感情」を
高める講義は、この問題への良い取組
と考える。引き続き、よろしくお願いしま
す。
・「学校生活を楽しんでいる」「友達やク
ラスの仲間を大切にしている」のアン
ケート回答は、共に高い結果が出てい
るのに、自分のことになると低い回答に
なるのはなぜなのか。もう少し詳しく内
容を知りたい。
・行事やいきいき活動の中では、いきい
きと生活や活動しているように感じま
す。評価は低すぎと思います。

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定的
な回答は68％であった。
・いじめ、問題行動、不登校な
どの対応について、定期的な
情報共有と校内研修を実施し
ている。また、個別の問題解
決に向けて、校内支援委員会
等を通じて臨機応変に対応し
た。

【今後の改善策】
・校内研究・研修の充実が児
童の自己肯定感向上に資する
よう、計画の見直しを図る。
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３：
75％
以上

４：
80％
以上

３：
75％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

４：
80％
以上

３：
75％
以上

１：
70％
未満

４：
80％
以上

３：
75％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

４：
80％
以上

３：
75％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

４：
80％
以上


